
 

 

 

 

 

 

 

 

★ 会長の時間 水野賢一会長 

本日の例会は、職業奉仕アワーの事業として大船渡市防災センター（消防署）の職場 

訪問です。 

まずは、この企画を快く受け入れて頂きました、消防署様に感謝申し上げます。 

職場内容や、施設説明をして頂きながら見学をしますので協力をお願いします。 

また、心肺蘇生法のデモンストレーションも見せて頂けるとの事です。 

今日の見学で、消防活動を理解し防災意識向上と、なれば幸いです。      

 

 

◆◆◆   本日のプログラム  ◆◆◆ 

職業奉仕アワー：大船渡市防災センター見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

                                         

 

 

 

 

 

 

・・・ 例 会 記 録 ・・・ 

           ９月第３週例会 ２０１７年 ９月２１日（木）  

本日出席率 ： ６３．４６％            前回修正後６２．２６％（ﾒｰｷｬｯﾌﾟ１名）  

RI会長テーマ 

七福人 
会 長 水野 賢一 

幹 事 鈴木 信男 

副会長 高木 久子 

会長指針： 

一人はみんなの為に 

2017~2018年度 

大船渡西ロータリークラブ会報 



ご説明・ご案内をして頂いた 

大船渡地区消防組合消防本部庶務課庶務課長 

救急救命士 消防司令 新沼永悦様 

 

 

AED使用のデモンストレーション 

倒れている人を発見したら声をかけ反応の有無を確認 

周囲にいる人に、救急車の手配と AEDを取りに行くことを指示 

胸と腹部の動きを１０秒以内で確認（呼吸の有無確認） 

反応がなければ胸の真ん中を圧迫する。 

人工呼吸が可能なら胸骨圧迫 30 人工呼吸 2回の組み合わせで 

処置を行う。 

AEDが到着したら、音声ガイドに従い使用する。 

その際、周囲の人に傷病者から離れるように指示する。 

 

蘇生の確率は心停止から 1 分ごとに 7%から 10％下がってしまう

ため、心肺停止状態の人を発見した時はすぐに救急車を呼び、救急

車が到着するまでの時間にできるかぎり速やかに心肺蘇生を行う

事で、救命率を上昇させることが出来ます。 

      

  

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大船渡に防潮堤の水門を遠隔操作するシステム。 

  現在は合足海岸で運用しているそうですが今後増える予定。 

 

 

 

 

            指令センター 

              免震構造になっております。 

 

 

★ 大西竜介職業奉仕委員長 

         本日は大船渡市防災センターにお邪魔させて頂きました。 

消防署の皆様には、受け入れいただき誠にありがとうございます。 

新しくできましたこの防災センターは東日本大震災など過去の大きな災害を教訓に盛り込 

まれているそうです。 

本日の見学で会員の皆様の職場で防災意識の向上を図って頂ければと思い今日の職場見学

を企画致しました。消防署の皆様には市民の生命財産を守るという使命があると思います。我々市民の側は、

だから安心できると言えます。今日の参加者の中にも消防団員の経験者が何人もいると思います。地域での自

主防災は重要ですが、やはり訓練を積んだプロがいるからこその安心があります。 

市民の生命財産を守るという使命を果たしている関係者に敬意を表して簡単な挨拶で恐縮ですが挨拶を終わら

せて頂きます。 


